
 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 

 
 都市計画白山市三幸地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 

 
名  称 

 

 
白山市三幸地区地区計画 
 

 
位  置 

 

 
白山市三幸町の全部 
 

 
面  積 

 

 
約４．９ｈａ 
 

地区計画の目標 

 
 本地区は、近年人口が著しく増加している白山市において、
中心市街地に近接しているとともに、国道８号にも近く、さ
らに、国道８号沿いに大規模商業施設の開発が隣接して行わ
れることから、住宅地需要が急激に高まっている地区である。
 これらを背景に、周辺の住環境と調和した良好な住宅地の
整備を目的に、土地区画整理事業により整備を進めていると
ころであるが、当該地区計画は単なる基盤施設整備にとどま
らず、より魅力とうるおいのあるまちづくりの実現を図るこ
とを目標とする。 
 

 
土地利用の
方針 

 
 地区の土地利用は、住宅地を主体に、住環境の保全に支障
のない中小規模の店舗及び事務所等を許容しながら、敷地の
細分化の防止により、周辺地域と調和のとれた、利便性の高
い、緑豊かな魅力ある街並みの形成を図る。 

 
 
地区施設の
整備の方針 

 
本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備

されており、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、
環境が損なわれないよう維持保全を図るものとする。 
 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

 
建築物等の
整備方針 

 
 「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限
度」、「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」
を定め、良好な環境の住宅地の形成を促すものとする。 
 

 

 

 

 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 
 

 
建築物等の
用途の制限 

 
 本地区で建築できる建築物は、建築基準法別表第２（に）
項に掲げる建築物以外のものとする。 
 ただし、次に掲げる建築物は建築できないものとする。
１．住居以外の用に供する部分の床面積の合計が３００㎡

を超えるもの及び３階以上の部分を住居以外の用に供
するもの 

２．工場 
３．火薬類、石油類、ガス等の危険物の貯蔵又は処理を行

う施設 
 

 
建築物の敷
地面積の最
低限度 
 

 
２００㎡ 

 
壁面の位置
の制限 
 

 
敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱などの

面までの距離の最低限度は、１．０ｍとする。 
 

地
区
整
備
計
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建
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物
等
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事
項 

 
建築物等の
高さの最高
限度 
 

 
１２ｍ 
 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 

 
 都市計画白山市笠間新・宮保新地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 

 
 
 
 
 

 
名  称  

 

 
白山市笠間新・宮保新地区地区計画  
 

 
位  置  

 

 
白山市笠間新一丁目の全部及び笠間町、宮保新町の各一部  
 

 
面  積  

 

 
約６．７ｈａ  
 

地区計画の目標  

  
本地区は、近年人口が著しく増加している白山市において、

ＪＲ加賀笠間駅に近接するなど交通の便に優れていることや、
金城大学、市立松陽小学校など文教施設に近接していることな
ど、住宅地需要が急速に高まっている地区である。  

これらを背景に、周辺の住環境と調和した良好な住宅地の整
備を目的に、土地区画整理事業により整備を進めているところ
であるが、本地区計画は、土地区画整理事業による単なる基盤
施設整備にとどまらず、より魅力とうるおいのあるまちづくり
の実現を図ることを目標とする。  

 
 
土地利用の
方針  

 
地区の土地利用は、住宅地を主体に、住環境の保全に支障の

ない中小規模の店舗等を許容しながら、敷地の細分化の防止に
より、周辺地域との調和のとれた、利便性の高い、緑豊かな魅
力ある街並みの形成を図る。  

 
 
地区施設の
整備の方針  
 

 
本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備さ

れており、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、環
境が損なわれないよう維持保全を図るものとする。  
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針  

 
建築物等の
整備方針  

  
「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、

「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」、「垣
又はさくの構造の制限」を定め、良好な環境の住宅地の形成を
促すものとする。  

また、本地区における建築物の建築にあたっては、防音効果
の高い建材の使用に努めるものとする。  
 



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 

 
地区の
名称  
 

 
笠間新地区  
 

宮保新地区  
 地

区
の
区
分  

 
地区の
面積  
 

 
約４．８ｈａ  
 

 
約１．９ｈａ  
 

 
建築物等の
用途の制限  

 
 本地区で建築できる建築物は、建築基準法別表第２（は）
項に掲げる建築物とする。  
 

 
建築物の敷
地面積の最
低限度  
 

 
１６５㎡  

 
２００㎡  

 
壁面の位置
の制限   

 
敷地境界線から建築物の壁

面又はこれに代わる柱などの
面までの距離の最低限度は
１．０ｍとする。  
 

 
建築物等の
高さの最高
限度  
 

 
 １２ｍ 
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垣又はさく
の構造の制
限  

 
本地区における垣又はさくの設置にあたっては、緑化に

努め、解放性のある構造とするものとする。  
 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 

 
 都市計画白山市美里・中奥地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 
 

 
 
 
 
 

 
名  称 

 

 
白山市美里・中奥地区地区計画 
 

 
位  置 

 

 
白山市美里町の全部及び中奥町の一部 
 

 
面  積 

 

 
約３．３ｈａ 
 

地区計画の目標 

  
本地区は、近年人口が著しく増加している白山市において、

中心市街地に近接しているとともに、国道８号にも近く、さら
に、国道８号沿いに大規模商業施設の開発が近接して行われる
ことから、住宅地需要が急激に高まっている地区である。 

これらを背景に、周辺の住環境と調和した良好な住宅地の整
備を目的に、土地区画整理事業により整備を進めているところ
であるが、当該地区計画は単なる基盤施設整備にとどまらず、
より魅力とうるおいのあるまちづくりの実現を図ることを目
標とする。 

 
 
土地利用
の方針 

 
地区の土地利用は、住宅地を主体に、住環境の保全に支障の

ない中小規模の店舗及び事務所等を許容しながら、敷地の細分
化の防止により、周辺地域と調和のとれた、利便性の高い、緑
豊かな魅力ある街並みの形成を図る。 

 
 
地区施設
の整備の
方針 

 
本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備さ

れており、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、環
境が損なわれないよう維持保全を図るものとする。 

 

区
域
の
整
備
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開
発
及
び
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全
に
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す
る
方
針

 
建築物等
の整備方
針 

  
「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、

「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」を定め、
良好な環境の住宅地の形成を促すものとする。 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 

 

 
建築物等の
用途の制限 

 
本地区で建築できる建築物は、建築基準法別表第２（に）

項に掲げる建築物以外のものとする。 
ただし、次に掲げる建築物は建築できないものとする。

１．住居以外の用に供する部分の床面積の合計が３００㎡
を超えるもの及び３階以上の部分を住居以外の用に供
するもの 

２．工場 
３．火薬類、石油類、ガス等の危険物の貯蔵又は処理を行

う施設 
 

 
建築物の敷
地面積の最
低限度 
 

 
２００㎡ 
 

 
壁面の位置
の制限 
 

 
 敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱などの
面までの距離の最低限度は、１．０ｍとする。 
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限度 
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白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
 都市計画白山市松任駅北成地区地区計画を次のように変更する。  
 

１ 地区計画の方針  

 
 
 
 

 
名  称  

 

 
白山市松任駅北成地区地区計画  
 

 
位  置  

 

 
白山市新成一丁目、新成二丁目、新成三丁目、新成四丁目の

各一部  
 

 
面  積  

 

 
約１５．０ｈａ  
 

地区計画の目標  

  
本地区は、本市の都市づくりの上では新市街地の整備地区に

位置付けられており、２１世紀１０万都市「活力と潤い・新し
い豊かさの創造都市」の構築を目指して、快適でゆとりある居
住空間の創出を計画している地区である。  

これらを背景に、周辺の住環境と調和した良好な住宅地の整
備を目的に、土地区画整理事業により整備を進めているところ
であるが、本地区計画は、土地区画整理事業による単なる基盤
施設整備にとどまらず、より魅力とうるおいのあるまちづくり
の実現を図ることを目標とする。  

 
 
土地利用の
方針  

 
地区の土地利用は、住宅地を主体に、住環境の保全に支障の

ない中小規模の店舗等を許容しながら、敷地の細分化の防止に
より、周辺地域と調和のとれた、利便性の高い、緑豊かな魅力
ある街並みの形成を図る。  
 

 
地区施設の
整備の方針  
 

 
本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備さ

れており、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、環
境が損なわれないよう維持保全を図るものとする。  

 

区
域
の
整
備
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開
発
及
び
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全
に
関
す
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針

 
建築物等の
整備方針  

  
 「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、
「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」を定め、
良好な環境の住宅地の形成を促すものとする。  



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 
 

 
建築物等の
用途の制限  
 

 
 次に掲げる建築物を建築してはならない。  

床面積が１５㎡を超える畜舎  
 

 
建築物の敷
地面積の最
低限度  
 

 
２００㎡  
 

 
壁面の位置
の制限  
 

 
 敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱などの
面までの距離の最低限度は、１．０ｍとする。  
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建築物等の
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限度  
 

 
１５ｍ以下かつ４階以下 
 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 

 
 都市計画白山市成町第一地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 

 
 
 
 
 
 

 
名  称 

 

 
白山市成町第一地区地区計画 
 

 
位  置 

 

 
白山市中成一丁目、中成二丁目の各一部 
 

 
面  積 

 

 
約４．６ｈａ 
 

地区計画の目標 

  
本地区は、本市の都市づくりの上では新市街地の整備地区に

位置付けられており、２１世紀１０万都市「活力と潤い・新し
い豊かさの創造都市」の構築を目指して、快適でゆとりある居
住空間の創出を計画している地区である。 

これらを背景に、周辺の住環境と調和した良好な住宅地の整
備を目的に、土地区画整理事業により整備を進めているところ
であるが、本地区計画は、土地区画整理事業による単なる基盤
施設整備にとどまらず、より魅力とうるおいのあるまちづくり
の実現を図ることを目標とする。 

 
 
土地利用の
方針 

 
地区の土地利用は、住宅地を主体に、住環境の保全に支障の

ない中小規模の店舗等を許容しながら、敷地の細分化の防止に
より、周辺地域と調和のとれた、利便性の高い、緑豊かな魅力
ある街並みの形成を図る。 

 

 
地区施設の
整備の方針 

 
 本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備さ
れており、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、環
境が損なわれないよう維持保全を図るものとする。 
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建築物等の
整備方針 

  
「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、

「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」を定め、
良好な環境の住宅地の形成を促すものとする。 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 

 
建築物等の
用途の制限 
 

 
 次に掲げる建築物は建築してはならない。 

床面積が１５㎡を超える畜舎 
 

 
建築物の敷
地面積の最
低限度 
 

 
２００㎡ 
 

 
壁面の位置
の制限 
 

 
 敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱などの
面までの距離の最低限度は、１．０ｍとする。 
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建築物等の
高さの最高
限度 
 

 
１５ｍ以下かつ４階以下 
 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 

 
 都市計画白山市福留グリーンシティ地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 

 

 

 

 
名  称 

 

 
白山市福留グリーンシティ地区地区計画 
 

 
位  置 

 

 
白山市福留町の一部 
 

 
面  積 

 

 
約３．１ｈａ 
 

地区計画の目標 

  
本地区は、ＪＲ加賀笠間駅、北陸自動車道美川ＩＣに近接し、国道

８号沿線であることから、交通上利便な地域にあり、土地利用が準工
業地域として位置付けられている。地区周辺では、石川工業団地とし
ての工場・事務所等の立地が進んでおり、就業機会などの増加と人口
の定着化をもたらしている。 

本地区においても、工業と調和し、利便性の高い職住近接型となる
住宅地の供給が求められている。 

これらを背景に、周辺の環境と調和した良好な住宅地の整備を目的
に土地区画整理事業による計画を進めているところであるが、本地区
計画は、土地区画整理事業による単なる基盤整備にとどまらず、より
魅力とうるおいのあるまちづくりの実現を図ることを目標とする。 

 

 

土地利用の
方針 
 

 
当地区は、沿道サービス系施設の立地を図る地区と住環境の保全を

図る地区とに区分される。 
１．沿道サービス地区 
   沿道サービス施設を主体に、住環境の保全に支障のない生活

利便施設の誘導を図る。 
２．居住環境保全地区 
   住宅地を主体に、住環境の保全に支障のない中小規模の店舗

等を許容しながら、敷地の細分化の防止により、利便性の高い、
緑豊かな魅力ある街並みの形成を図る。 

 

 
地区施設の
整備の方針 
 

 

本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備されてお

り、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、環境が損なわれ

ないよう維持保全を図るものとする。 

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

 

建築物等の

整備方針 

 

  
「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、「壁

面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」、「垣又はさくの
構造の制限」を定め、良好な環境の住宅地の形成を促すものとする。

また、電柱の設置にあたっては、建築物等の敷地内において行うも
のとする。 

緑地帯を介しての車輌の乗り入れを禁止し、緑地帯の保全に努める。

 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 

 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るため、「松任

都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白山都市計画区域」と

して統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地区計画に統合を行い、字名の

変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正なども行うために地区計画を変更する。  
 

 
地区の
名称 
 

 
沿道サービス地区 
 

 
居住環境保全地区 
 

 
地区
の区
分 
  

地区の
面積 
 

 
約０．６ｈａ 
 

 
約２．５ｈａ 
 

 
建築物等の用
途の制限 

 
本 地 区 で 建 築 で き る 建 築 物

は、建築基準法別表第２（と）
に掲げる建築物以外のものとす
る。 

ただし、次に掲げる建築物は
建築できないものとする。 
１．ホテル、旅館 
２．風俗営業等の規制及び業務

の 適 正 化 等 に 関 す る 法 律
（昭和２３年法律第１２２
号）第２条第１項各号に掲
げるもの 

３．神社、寺院、教会その他こ
れらに類するもの 

４．倉庫業を営む倉庫 
５．畜舎 
６．自動車修理工場 
７．床面積の合計が１，５００

㎡を超える店舗・事務所 
 

 
本 地 区 で 建 築 で き る 建 築 物

は、建築基準法別表第２（ほ）
に掲げる建築物以外のものとす
る。 

ただし、次に掲げる建築物は
建築できないものとする。 
１．ホテル、旅館 
２．ゴルフ練習場 
３．神社、寺院、教会その他こ

れらに類するもの 
４．自動車教習所 
５．畜舎 
６．自動車修理工場 
７．床面積の合計が２００㎡を

超える店舗・事務所 
 

 
建築物の敷地
面積の最低限
度 
 

 
２００㎡ 
 

 
壁面の位置の
制限 
 

 
 敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱などの面まで
の距離の最低限度は、１．０ｍとする。 
 

 
建築物等の高
さの最高限度 
 

 
１５ｍ 
 

 
 １２ｍ 
 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

 
垣又はさくの
構造の制限 
 

 
本地区における垣又はさくの設置にあたっては、緑化に努め、

解放性のある構造とする。 
 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
 都市計画白山市成町中央地区地区計画を次のように変更する。  
 
１ 地区計画の方針  
 

 
 
 
 
 

 
名  称 

 

 
白山市成町中央地区地区計画 
 

 
位  置 

 

 
白山市中成一丁目、中成二丁目の各一部 
 

 
面  積 

 

 
約３．８ｈａ 
 

 
地区計画の目標 

 

  
本地区は、本市の都市づくりの上では新市街地の整備地区に

位置付けられており、２１世紀１０万都市「活力と潤い・新し
い豊かさの創造都市」の構築を目指して、快適でゆとりある居
住空間の創出を計画している地区である。 

これらを背景に、周辺の住環境と調和した良好な住宅地の整
備を目的に土地区画整理事業により整備を進めているところ
であるが、本地区計画は、土地区画整理事業による単なる基盤
施設整備にとどまらず、より魅力とうるおいのあるまちづくり
の実現を図ることを目標とする。 

 
 
土地利用
の方針 
 

 
地区の土地利用は、住宅地を主体に住環境の保全に支障のな

い中小規模の店舗等を許容しながら、敷地の細分化の防止によ
り、周辺地域と調和のとれた利便性の高い、緑豊かな魅力ある
街並みの形成を図る。 

 
 
地区施設
の整備方
針 
 

 
本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備さ

れており、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、環
境が損なわれないよう維持保全を図る。 

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

 
建築物等
の整備方
針 
 

  
「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、

「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」を定め、
良好な環境の住宅地の形成を促すものとする。 
 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 

 
建築物等
の用途の
制限 
 

 
建築基準法別表第２による制限とする。 

ただし、次に掲げる建築物は建築できないものとする。 
 畜舎 
 

 
建築物の
敷地面積
の最低限
度 
 

 
２００㎡ 
（ただし、既に２００㎡未満となっている敷地について

は、敷地を分割しなければこの限りではない。） 
 

 
壁面の位
置の制限 
 

 
敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱などの

面までの距離の最低限度は、１．０ｍとする。 
 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

 
建築物等
の高さの
最高限度 
 

 
１５ｍ以下かつ４階以下 
 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
 都市計画白山市宮原地区地区計画を次のように変更する。  
 
１ 地区計画の方針  

 
 
 

 
名  称  

 

 
白山市宮原地区地区計画  

 
 

位  置  
 

 
白山市宮原町の全部  

 
 

面  積  
 

 
約１．６ｈａ  

 

 
地区計画の目標  
 

  
本地区は、人口の増加傾向の高い白山市において、ＪＲ加賀

笠間駅に近接するなど交通の便に優れていることや、金城大
学、市立松陽小学校などの文教施設や老人デイサービス事業を
主体とする福祉施設に近接していることなどから、住宅地需要
が急速に高まっている地区である。  

これらを背景に、周辺の住環境と調和した良好な住宅地の整
備を目的に、土地区画整理事業により整備を進めているところ
であるが、本地区計画は、土地区画整理事業による単なる基盤
施設整備にとどまらず、より魅力とうるおいのあるまちづくり
の実現を図ることを目標とする。  

 
 
土地利用
の方針  
 

 
地区の土地利用は、住宅地を主体に、住環境の保全に支障の

ない中小規模の店舗等を許容しながら、敷地の細分化の防止に
より、周辺地域と調和のとれた、利便性の高い、緑豊かな魅力
ある街並みの形成を図る。  
 

 
地区施設
の整備の
方針  

 
本地区における地区施設は、土地区画整理事業により整備さ

れており、本地区計画においては、今後も地区施設の機能、環
境が損なわれないよう維持保全を図るものとする。  

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針  

 
建築物等
の整備方
針  

  
「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、

「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」を定め、
良好な環境の住宅地の形成を促すものとする。  

また、本地区における建築物の建築にあたっては、防音効果
の高い建材の使用に努めるものとする。  
 



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 
 

 
建築物等の
用途の制限  
 

 
建築基準法別表第２（は）による制限とする。  
ただし、次に掲げる建築物は建築できないものとする。

 畜舎  
 

 
建築物の敷
地面積の最
低限度  
 

 
２００㎡  
（ただし、既に２００㎡未満となっている敷地について

は、敷地を分割しなければこの限りでない。）  
 

 
壁面の位置
の制限  
 

 
 敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱などの
面までの距離の最低限度は、１．０ｍとする。  
 

地
区
整
備
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画 

建
築
物
等
に
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す
る
事
項  

建築物等の
高さの最高
限度  
 

 
１２ｍ 
 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
 都市計画白山市田中地区地区計画を次のように変更する。  
 
１ 地区計画の方針  

 
 
 
 
 
 
 

 
名  称  

 

 
白山市田中地区地区計画  

 
 

位  置  
 

 
白山市田中町の一部  

 
 

面  積  
 

 
約１１．０ｈａ  

 

地区計画の目標  

  
当地区は、市中心部から東に約２㎞に位置し、野々市町に隣

接している。  
ＪＲ北陸本線と国道８号に近接した地域でありながら、現況

では大部分が田を主とする農用地が広がっている。  
近年の松任市街地における人口の増加に伴い、受け皿となる

住宅地の整備を図る必要があり、当地区において土地区画整理
事業を実施している。  

土地区画整理事業の実施に併せて地区計画を設定すること
により、緑にあふれ、魅力ある住環境の形成を目標とする。  

 
 
土地利用の
方針  

 
新たな市街地として緑豊かで低密度な住宅地を確保するた

め、主として戸建て住宅の立地を誘導するなど良好な居住環境
の形成に努める。  

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針  

 
建築物等の
整備方針  

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮

を行い、かつ周辺景観との調和を保ちながら、それぞれの土地
利用にふさわしい地区の形成が図られるよう「建築物等の用途
の制限」、「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限
度」、「建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限」、「垣
又はさくの構造の制限」を定める  
 



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 

 
建築物等の
用途の制限  
 

 
次に掲げる建築物を建築してはならない。  

１．神社、寺院、教会その他これらに類するもの  
２．畜舎  
３．サイロ  

 
 
壁面の位置
の制限  
 

 
道路境界線から建築物等の壁面又はこれに代わる柱等の

面までの距離の最低限度は１．０ｍとする。  
ただし、準工業地域が過半を占める敷地については、こ

の限りでない。  
 

 
建築物等の
高さの最高
限度  
 

 
１５ｍ以下かつ４階以下 
ただし、準工業地域が過半を占める敷地については、こ

の限りでない。 
 

 
建築物等の
形態又は色
彩その他の
意匠の制限  
 

 
 建築物等の外観の色は、白、グレー、茶系等を基調とし
た低彩度、中明度の落ち着いた色調とするとともに、形態
又は意匠についても周辺環境との調和を図り、都市景観形
成上支障のないものとする。  

ただし、準工業地域が過半を占める敷地については、こ
の限りでない。  
 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

 
垣又はさく
の構造の制
限  
 

 
道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの設置に

ついては、生け垣を基本として緑化に努めるものとする。
また、コンクリートブロック、レンガ、石積等を設置する
場合には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以下とし、これら
を透視可能なフェンスや植樹と組み合わせて設置してもよ
いものとする。  

ただし、準工業地域が過半を占める敷地については、こ
の限りでない。  

 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
  都市計画白山市相川地区地区計画を次のように変更する。  
 
１ 地区計画の方針  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
名  称  

 

 
白山市相川地区地区計画  

 
 

位  置  
 

 
白山市相川町の一部  

 
 

面  積  
 

 
約０．３ｈａ  

 

 
地区計画の目標  
 

  
本地区は、市中心部から北西約２㎞の市街化調整区域内に位

置し、隣接して松任陽香台住宅団地がある。  
また、東側及び北側には相川町の既存集落が近接している。
そのため、周辺の田園景観と調和した、落ち着きとゆとりあ

る居住環境の形成を目標とする。  
 

 
土地利用の
方針  
 

 
周辺地域と調和のとれた住宅地の形成を図るため、低層住宅

の立地を誘導し、敷地の細分化を防止するなど、良好な居住環
境の形成に努める。  

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針  

 
建築物等の
整備方針  
 

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮

を行い、かつ周辺景観との調和を保ちながら、それぞれの土地
利用にふさわしい地区の形成が図られるよう、「建築物等の用
途の制限」、「建築物の容積率の最高限度」、「建築物の建ぺ
い率の最高限度」、「建築物の敷地面積の最低限度」、「壁面
の位置の制限」、「建築物等の高さの最高限度」、「建築物等
の形態又は色彩その他の意匠の制限」、「垣又はさくの構造の
制限」を定める。  
 



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 

 
建築物等の
用途の制限  

 
次に掲げる建築物以外の建築物を建築してはならない。

建築基準法別表第２（い）項で規定する第１種低層住居専
用地域内に建築することができる建築物。  

 
建築物の容
積率の最高
限度  

 
８０％  
 

 
建築物の建
ぺい率の最
高限度  

 
５０％  

（ただし、建築基準法第５３条第３項第２項に定める建築
物については６０％とする。）  

 
建築物の敷
地面積の最
低限度  

 
１８０㎡  
 

 
壁面の位置
の制限  

 
道路境界線から建築物等の壁面又はこれに代わる柱の面

までの距離は１．０ｍ以上とする。  
 ただし、独立自動車車庫については、この限りでない。

 
建築物等の
高さの最高
限度  

 
１０ｍ 
 

 
建築物等の
形態又は色
彩その他の
意匠の制限  

 
 建築物等の外観の色は、白、グレー、茶系等を基調とし
た低彩度、中明度の落ち着いた色調とするとともに、形態
又は意匠についても周辺環境との調和を図り、都市景観形
成上支障のないものとする。  

 
垣又はさく
の構造の制
限  

 
道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの設置に

ついては、生け垣を基本として緑化に努めるものとする。
また、コンクリートブロック、レンガ、石積等を設置す

る場合には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以下とし、これ
らを透視可能なフェンスや植樹と組み合わせて設置しても
よいものとする。  
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ただし、公益上必要な建築物及び工作物については、この限りでない。



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
 都市計画白山市北安田地区地区計画を次のように変更する。  
 
１ 地区計画の方針  

 
 
 
 
 
 

名  称  白山市北安田地区地区計画  

位  置  白山市北安田西一丁目、北安田西二丁目の全部及び北安田町の一部

面  積  約３０．９ｈａ  

地区計画の目標  

 
 本地区は、中心市街地である松任地区と良好な住宅市街地である千

代野地区の間に位置し、地区内には千代野ニュータウンから松任駅へ

のアクセス道路である宮永北安田線や本市の主要幹線道路である末松

徳光線が近接した交通利便の高い地区である。  
近年、松任市街地における人口の増加に伴い、受け皿となる住宅地

の整備を図る必要があり、当地区において土地区画整理事業を実施し

ている。  
土地区画整理事業の実施に併せて地区計画を設定することにより、

緑にあふれ、魅力ある住環境の形成を図ることを目標とする。  
低層住宅地区  一般住宅地区  沿道サービス地区

 
日 用 品 販 売 店 舗 な

ど、ある程度の生活利

便施設も立地可能とな

る快適な居住環境の形

成を図る地区とする。  

 
自 動 車 利 用 者 を 対

象 と し た 沿 道 サ ー ビ

ス機能が充実した、商

業・業務施設の誘導を

図る地区とする。  

 
土地利用の

方針  
 

緑豊かでゆとりある

閑静な住宅地として、

敷地の細分化の防止に

より、低層低密度な戸

建て住宅の立地を図る

地区とする。  
また、本地区では資

材置き場、廃車・解体

物置き場の用に供する

土地利用を行ってはな

らない。  

 
また、本地区では廃車・解体物置き場の用

に供する土地利用を行ってはならない。  

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

に

関

す

る

方

針  

 
建築物等の

整備方針  

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮を行い、

かつ周辺景観との調和を保ちながら、それぞれの土地利用にふさわし

い地区の形成が図られるよう、「建築物等の用途の制限」、「建築物

の敷地面積の最低限度」、「壁面の位置の制限」、「建築物等の形態

又は色彩その他の意匠の制限」、「垣又はさくの構造の制限」を定め

る。  



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るため、「松任

都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白山都市計画区域」と

して統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地区計画に統合を行い、字名の

変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正なども行うために地区計画を変更する。  

地区の
名称  

低層住宅地区
 

一般住宅地区
 

沿道サービス地区
 

地区
の区
分  地区の

面積  
約１６．５ｈａ  約１０．９ｈａ  約３．５ｈａ  

次に掲げる建築物を建築してはならない。  
１．神社、寺院、教会その他これらに類するもの  
２．畜舎  

建築物等の用
途の制限  

 ３．ホテル、旅館  
４．単独自動車車庫  
  （附属車庫を除

く）  
５．工場  
  （自動車修理工場

及 び 第 ２ 種 中 高
層 住 居 専 用 地 域
に 建 築 で き る 工
場を除く）  

６．火薬、石油類、ガ
ス 等 の 危 険 物 の
貯蔵・処理を行う
施設  

３．ホテル、旅館  
４．建築基準法別表

第２（ほ）項第
２号及び３号に
規定するマージ
ャン屋、ぱちん
こ屋、カラオケ
ボックスその他
これらに類する
もの  

５．単独自動車車庫
  （附属車庫を除

く）  
６．倉庫業を営む倉
  庫  
７．工場  
  （自動車修理工

場及び第２種中
高層住居専用地
域に建築できる
工場を除く）  

８．火薬、石油類、
ガス等の危険物
の貯蔵・処理を
行う施設  

建築物の敷地
面積の最低限
度  

２００㎡  
（ただし、既に２００㎡未満となっている敷地については、敷

地を分割しなければこの限りでない。）  
壁面の位置の
制限  

道路境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱の面までの距
離は１．０ｍ以上とする。  

ただし、前面及び側面を開放性のある構造とした独立自動車車
庫については、この限りでない。  

建築物等の形
態又は色彩そ
の他の意匠の
制限  

建築物等の外観の色は、白、グレー、茶系
等を基調とした低彩度、中明度の落ち着いた
色調とするとともに、形態又は意匠について
も周辺環境との調和を図り、都市景観形成上
支障のないものとする。  

ただし、準住居地域が過半を占める敷地に
ついては、この限りでない。  

周辺環境との調和
を図り、都市景観形
成上支障のないもの
とする。  
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垣又はさくの
構造の制限  

道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの設置について
は、生け垣を基本として緑化に努めるものとする。  

また、コンクリートブロック、レンガ、石積等を設置する場合
には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以下とし、これらを透視可能
なフェンスや植樹と組み合わせて設置してもよいものとする。  



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
 都市計画白山市成地区地区計画を次のように変更する。  
 
１ 地区計画の方針  

 
 
 
 
 
 
 

 
名  称  

 

 
白山市成地区地区計画  

 
 

位  置  
 

 
白山市新成一丁目、新成四丁目及び中成二丁目の各一部  

 
 

面  積  
 

 
約１２．３ｈａ  

 

地区計画の目標  

  
本地区は、ＪＲ松任駅より北西約１ｋｍに位置し、本市の都

市軸である宮永北安田線及び幹線道路である福正寺竹松線に
近接した交通利便の高い地区である。  

近年、松任市街地における人口の増加に伴い、受け皿となる
住宅地の整備を図る必要があり、当地区において土地区画整理
事業を実施している。土地区画整理事業の実施に併せて地区計
画を設定することにより、緑にあふれ、魅力ある住環境の形成
を図ることを目標とする。  

 
 
土地利用の
方針  
 

 
地区の土地利用は、住宅地を主体に住環境の保全に支障のな

い中小規模の店舗等を許容するなど、住宅地の利便性を高めた
緑豊かな魅力ある居住環境の形成に努める。  

また、資材置き場、廃車・解体物置き場の用に供する土地利
用を行ってはならない。  

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針  

 
建築物等の
整備方針  
 

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮

を行い、かつ周辺景観との調和を保ちながら、それぞれの土地
利用にふさわしい地区の形成が図られるよう、「建築物等の用
途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、「壁面の位置
の制限」、「建築物等の高さの最高限度」、「建築物等の形態
又は色彩その他の意匠の制限」、「垣又はさくの構造の制限」
を定める。  
 



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  

 
建築物等の
用途の制限  
 

 
次に掲げる建築物を建築してはならない。  

１．神社、寺院、教会その他これらに類するもの  
２．畜舎  
３．ホテル・旅館  
４．建築基準法別表第２（ほ）項第２号及び３号に規定す

るマージャン屋、ぱちんこ屋、カラオケボックスその
他これらに類するもの  

５．単独自動車車庫（附属車庫は除く）  
６．火薬、石油類、ガス等の危険物の貯蔵・処理を行う施

設  
 

 
建築物の敷
地面積の最
低限度  

 
１６５㎡  
 

 
壁面の位置
の制限  
 

 
道路境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱の面ま

での距離は１．０ｍ以上とする。  
ただし、前面及び側面を開放性のある構造とした独立自

動車車庫については、この限りでない。  
 

 
建築物等の
高さの最高
限度  
 

 
１５ｍ以下かつ４階以下 
 

 
建築物等の
形態又は色
彩その他の
意匠の制限  
 

 
 建築物等の外観の色は、白、グレー、茶系等を基調とし
た低彩度、中明度の落ち着いた色調とするとともに、形態
又は意匠についても周辺環境との調和を図り、都市景観形
成上支障のないものとする。  
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垣又はさく
の構造の制
限  
 

 
道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの設置に

ついては、生け垣を基本として緑化に努めるものとする。
また、コンクリートブロック、レンガ、石積等を設置す

る場合には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以下とし、これ
らを透視可能なフェンスや植樹と組み合わせて設置しても
よいものとする。  

 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定）  

 
 都市計画白山市松任駅南地区地区計画を次のように変更する。  
 
１ 地区計画の方針  

 

 
名  称  

 

 
白山市松任駅南地区地区計画  

 

 
位  置  

 

 
白山市中町、西新町、八日市町、殿町、古城町、東新町、旭

町及び相木町の各一部  
 

 
面  積  

 

 
約６．８ｈａ  

 

地区計画の目標  

  
本地区は松任駅南側に位置し、松任駅南土地区画整理事業の

施行により、道路、公園等の公共施設及び宅地の整備が行われ
る地区であり、都市計画道路金剣通り線の整備に対応して、駅
北地区との有機的連携を図るとともに、交通拠点の形成や南北
市街地の一体化を図ることとしている。  

また、既存の歴史・文化施設が立地する本地区は、公共公益
施設も充実していることから、商業、業務を中心とした駅南中
心市街地にふさわしい土地利用を図るため、建築物等を計画的
に誘導し、健全な都市環境の形成を図ることを目標とする。  

 
 
土地利用の
方針  
 

 
地区の土地利用は、文化の創造及び交流を促進する拠点施設

などが立地することから、歩行者空間の賑わい創出に寄与す
る、商業・業務施設を中心とし、かつ、住宅と調和のとれた土
地利用を図り、本市の顔としての玄関口にふさわしい快適で賑
わいのある都市環境の形成に努める。  

また、都市計画道路蕪城通り線に面する敷地の駐車場は、出
入口を集約化し、快適で安全な歩行空間の確保に努める。  
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建築物等の
整備方針  
 

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮

を行い、かつ、周辺環境との調和を保ちながら、建築物等に関
する制限を次のように定める。  
１．健全な複合市街地形成のため、「建築物等の用途の制限」
  を定める。  
２．バランスのとれたスカイライン及び街並みを形成するた  

め、「建築物等の高さの最高限度」を定める。  
３．景観上の配慮と安全なまちづくりを推進するため、「建築

物等の形態又は色彩その他の意匠の制限」、「垣又はさく
の構造の制限」を定める。  

４．多数の公衆の利用に供する施設及び住宅地の出入口・通
路・階段等については、高齢者や障害者を含めたすべての
人々が安全かつ快適に利用できるよう、バリアフリーを推
進する。  

 



 
２ 地区整備計画  

「区域は、計画図表示のとおり」  
 
理 由  
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。  
 

 
建築物等の
用途の制限  
 

 
下記に掲げる建築物を建築し、又は用途を変更してはな

らない。  
１．風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律第２

条第１項第５号、第６号及び第２条第６項第１号から
第６号までに該当する営業の用に供するもの。  

２．倉庫業を営む倉庫  
３．自動車教習所  
４．畜舎（ペットショップを除く）  
５．サイロ  
 

 
建築物等の
高さの最高
限度  
 

 
敷地地盤面から３１ｍ 
 

 
建築物等の
形態又は色
彩その他の
意匠の制限  
 

 
１．建築物の外壁やこれに代わる柱、屋根等の形態・意匠

については、周囲の環境や地域の街並みとの調和を図
るなど都市景観に配慮したものとする。  

２．建物の屋上設備や屋外設備機器等を設置する場合は、
景観に配慮し、道路や周辺の敷地などから容易に望見
できない構造となるよう努めるものとする。  

３．店舗等において１階部分にシャッターを設置する場合
は、ショーケースやショーウィンドーを眺めることが
できる構造とし、閉店後の街の賑わいを喪失させない
ような構造とする。  

４．広告物は、法令等を遵守した上で、建物との一体化を
図るとともに、街並みに調和した質の高いデザインと
するよう努めるものとする。  
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垣又はさく
の構造の制
限  
 

 
道路に面する部分に垣又はさくを設置する場合の構造

は、できるだけ生け垣とし、やむをえずその他の構造とす
る場合は、周辺の環境を損なわないよう努めるものとする。

 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 
 

 都市計画白山市鶴来中央地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 

 

 
名  称 

 

 
白山市鶴来中央地区地区計画 

 
 

位  置 
 

 
白山市鶴来大国町西の一部 

 
 

面  積 
 

 
約６．８ｈａ 

 

地区計画の目標 

  
 本地区は、北陸鉄道鶴来駅西側に位置し、一般県道松任鶴来
線に隣接した交通利便の高い地区である。 
 近年、郊外型の宅地需要の増大に伴い、受け皿となる住宅地
の整備を図る必要があり、当地区において土地区画整理事業を
実施している。この土地区画整理事業の実施に併せて地区計画
を設定することにより、利便性、安全性に優れ、緑豊かでゆと
りある居住環境の形成を図ることを目標とする。 
 

 
土地利用の
方針 

 
緑豊かでゆとりある閑静な住宅地として、敷地の細分化の防

止により、低密度な住宅地を確保するため、主として戸建て住
宅の立地を誘導しながら、日用品販売店舗など、ある程度の生
活利便施設も立地可能となる快適な居住環境の形成を図る地
区とする。ただし、住宅については多世代同居が可能となるよ
う配慮するものとする。 

また、緑化を推進するため、垣又はさくについては生け垣と
するとともに、敷地内に中高木を１本以上植栽することを基本
とする。 

なお、本地区では資材置き場、廃車・解体物置き場の用に供
する土地利用を行ってはならない。 

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

 
建築物等の
整備方針 

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮

を行い、かつ周辺景観との調和を保ちながら、利便性、安全性
に優れ、緑豊かでゆとりある居住環境の形成が図られるよう、
次の制限を行う。 
１．建築物等の用途の制限 
２．建築物の容積率の最高限度 
３．建築物の建ぺい率の最高限度 
４．建築物の敷地面積の最低限度 
５．壁面の位置の制限 
６．建築物等の高さの最高限度 
７．建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 
８．垣又はさくの構造の制限 
 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。 
 

建築物等の
用途の制限 

建築基準法別表第２（は）項で規定する第１種中高層住
居専用地域内に建築することができる建築物以外の建築物
の他、次に掲げる建築物を建築してはならない。ただし、
国又は地方公共団体が設置するものについてはこの限りで
ない。 
１．神社、寺院、教会その他これらに類するもの 
２．畜舎 
３．単独自動車車庫（附属車庫を除く） 
４．風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律第２

条第１１項第３号で規定する酒類提供飲食店営業の用
に供するもの 

５．店舗、飲食店その他これらに類するものでその用途に
供する部分の床面積が１５０㎡を超えるもの 

建築物の容
積率の最高
限度 

１００％ 

建築物の建
ぺい率の最
高限度 

６０％ 
（ただし、建築基準法第５３条第３項第２号に定める建

築物については７０％とする。） 
建築物の敷
地面積の最
低限度 

２００㎡ 
（ただし、この地区計画に関する都市計画決定の告示日

の前日において２００㎡未満となっている敷地につい
ては、敷地を分割しなければこの限りでない。） 

壁面の位置
の制限 

敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱の面ま
での距離は１．５ｍ以上とする。ただし、屋根に雪止めが
ある１階部分に限り、壁面又はこれに代わる柱の面までの
距離を１．０ｍとすることができる。 
ただし、前面及び側面を開放性のある構造とした独立自

動車車庫については、この限りでない。 
建築物等の
高さの最高
限度 

１０ｍ 
（ただし、国又は地方公共団体が設置する工作物はこの

限りでない。） 
建築物等の
形態又は色
彩その他の
意匠の制限 

１．建築物の外観の色は、白、グレー、茶系等を基調とし
た低彩度、中明度の落ち着いた色調とするとともに、
形態又は意匠についても周辺環境との調和を図り、都
市景観形成上支障のないものとする。 

２．屋根の色は、黒、グレー、茶を基調とした都市景観形
成上支障のないものとする。 

３．屋根は勾配屋根とし、勾配は３．５／１０以上とする。
４．屋外広告物は、自己の用に供するもので、都市景観形

成上支障のないものとする。また、表示面積の合計は
５㎡以下とし、建築物の屋上及び軒高より上には設置
してはならない。 
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垣又はさく
の構造の制
限 

道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの設置に
ついては、生け垣を基本として緑化に努めるものとする。

また、コンクリートブロック、レンガ、石積等を設置す
る場合には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以下とし、これ
らを透視可能なフェンスや植樹と組み合わせて設置しても
よいものとする。 

また、敷地境界線から１．０ｍの範囲内にある垣、さく
の高さの最高限度は１．５ｍとする。 



 

白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 
 

 都市計画白山市松任駅北相木地区地区計画を次のように変更する。 
 

１ 地区計画の方針 

 

２ 地区整備計画 

名  称 白山市松任駅北相木地区地区計画 

位  置 白山市相木町の一部 

面  積 約１６．９ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、ＪＲ松任駅北口に隣接し、千代野ニュータウン及び白山市北部地域からＪＲ松任駅へのアクセス道路である都市計画道路宮永北

安田線が通過する交通利便の高い地区である。 

 近年、市街地における人口の増加に伴い、受け皿となる住宅地の整備を図る必要があり、現在当地区において土地区画整理事業を実施して

いる。 

この土地区画整理事業の実施に併せて地区計画を設定することにより、駅南地区との連携を図るとともに、交通拠点の形成や南北市街地の

一体化を図り、併せて駅北地区の生活利便性向上のため、より魅力的で活力のあるまちづくりを実現するとともに、緑豊かで良好な住環境の

形成を図ることを目標とする。 

住宅専用地区 一般住宅地区 商業・業務地区 

都市の中で安らぎを感じられる専用住宅地

として、良好な住環境と緑豊かな魅力あるまち

なみの形成を図る。 

 

住宅地を主体に、住環境の保全に支障のない

小規模の店舗等を許容しながら、敷地の細分化

の防止により、利便性の高い緑豊かな魅力ある

まちなみの形成を図る。 

駅周辺地区としてふさわしい魅力的で活力

ある商業・業務施設を主体としつつ、住環境の

保全に配慮した生活利便に優れた施設の立地

誘導を図る。 

土地利用の方針 

また、本地区では資材置き場、廃車・解体物置き場の用に供する土地利用を行ってはならない。 
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建築物等の整備

方針 

地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮を行い、かつ周辺環境との調和を保ちながら、それぞれの土地利用にふさわし

い地区の形成が図られるよう、「建築物等の用途の制限」、「建築物の敷地面積の最低限度」、「壁面の位置の制限」、「建築物等の高さの

最高限度」、「建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限」、「垣又はさくの構造の制限」を定める。 

地区の

名称 
住宅専用地区 一般住宅地区 商業・業務地区 地 区

の 区

分 
地区の

面積 
約３．８ｈａ 約５．６ｈａ 約７．５ｈａ 

次に掲げる建築物を建築してはならない。 

1.畜舎 

2.自動車教習所 

3.工場 

（自動車修理工場及び第二種中高層住居専用地域に建築できる工場を除く） 

4.火薬、石油類、ガス等の危険物の貯蔵・処理を行う施設 

建築物等の用

途の制限 

2.店舗の用途に供する部分の床面積が５０㎡

を超えるもの 

 

5.ホテル、旅館 

6.ゴルフ練習場、バッティングセンター 

 

5.倉庫業を営む倉庫 

6.風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関

する法律第２条第１項第１号から第６号及

び同条第６項第１号から第６号までに該当

する営業の用に供するもの 

建築物の敷地

面積の最低限

度 

１６５㎡ 

（ただし、この地区計画に関する都市計画決定の告示日の前日において１６５㎡未満となっている敷地については、敷地を分割しなければ

この限りでない。） 

壁面の位置の

制限 

道路境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱の面までの距離は１．０ｍ以上とする。 

ただし、前面及び側面を開放性のある構造とした独立自動車車庫については、この限りでない。 

建築物等の高

さの最高限度 

１５ｍかつ４階以下 ３１ｍ 

1.建築物の外観の色は、白、グレー、茶系等を基調とした低彩度、中明度の落ち着いた色調と

するとともに、形態又は意匠についても周辺環境との調和を図り、都市景観形成上支障のな

いものとする。 

ただし、近隣商業地域が過半を占める敷地については、この限りでない。 

1.建築物の外観は、周辺環境との調和を図り、

都市景観形成上支障のないものとする。 

2.屋外広告物は都市景観上支障のないものとし、地区の区分に応じ次のとおりとする。 

(1)道路境界線から１．０ｍの範囲内で地盤面より高さ２．５ｍの範囲内には広告物を設置してはならない。 

(2)屋外広告物は、自己の用に供するものとする。 

(3)ネオンサインその他これらに類するものは設置してはならない。 

(4)表示面積の合計は１㎡以下とし、建築物の

壁面に設置するものとする。 

(4)建築物の屋上及び屋根面には設置してはな

らない。 

(5)建築物と同一敷地内に設けることができる

独立広告物は１基までとし、表示面積の合

計は１０㎡以下とする。 

(6)独立広告物の高さの最高限度は１０ｍとす

る。 

(2)建築物の屋上及び屋根面には設置してはな

らない。 

(3)独立広告物の高さの最高限度は１０ｍとす

る。 

建築物等の形

態又は色彩そ

の他の意匠の

制限 

3.本地区における建築物の建築にあたっては、防音効果の高い建材の使用に努めるものとする。 
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垣又はさくの

構造の制限 

道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの設置については、生け垣を基本として緑化に努めるものとする。 

また、コンクリートブロック、レンガ、石積等を設置する場合には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以下とし、これらを透視可能なフェンス

や植樹と組み合わせて設置してもよいものとする。 

 「区域は、計画図表示のとおり」 

 

理 由 

 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るため、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白山都市計画

区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正なども行うために地区計画

を変更する。 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 
 

 都市計画白山市徳光物流拠点地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 

 

 
名  称 

 

 
白山市徳光物流拠点地区地区計画 

 
 

位  置 
 

 
白山市徳光町の一部 

 
 

面  積 
 

 
約３．３ｈａ 

 

地区計画の目標 

  
本地区は、都市計画道路横江徳光線（主要地方道金沢美川小

松線）と都市計画道路末松徳光線（市道末松徳光線）との交差
部に位置し、北陸自動車道徳光パーキングエリア・スマートイ
ンターチェンジに近接した、交通利便性の高い地区である。 

近年、都市計画道路横江徳光線及び主要地方道金沢美川小松
線沿線の工業団地において多くの企業が進出し操業している。
これら工業団地の中間に位置する本地区を物流拠点として、周
辺の自然及び居住環境に配慮しながら整備し、工業の利便性向
上と就業の場の確保による、活力ある産業振興ゾーンの形成を
目標とする。 

 

土 地 利 用 の
方針 

 
物流拠点として適正な土地利用を誘導するため、建築物等の

用途の制限により、用途の混在を防止するとともに、その他建
築物等に関する事項を定め、周辺の松任海浜公園や周辺集落の
環境及び景観に配慮した土地利用を図る。 

また、緑化を推進するため、敷地内の空地の緑化に努めるも
のとする。 

なお、周辺の景観に配慮するため、道路法第３条に規定する
道路に沿って幅３ｍ以上の植樹帯を設けるものとする。 
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建 築 物 等 の
整備方針 

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮

を行い、かつ周辺環境との調和を保ちながら、利便性、安全性
に優れた物流拠点の形成が図られるよう、次の制限を行う。 

１．建築物等の用途の制限 
２．建築物の容積率の最高限度 
３．建築物の建ぺい率の最高限度 
４．建築物の敷地面積の最低限度 
５．壁面の位置の制限 
６．建築物等の高さの最高限度 
７．建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 
８．垣又はさくの構造の制限 

 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 

 

理 由 

 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るため、「松任

都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白山都市計画区域」と

して統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地区計画に統合を行い、字名の

変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正なども行うために地区計画を変更する。 

建築物等の用

途の制限 

 

次に掲げる建築物以外の建築物は、建築してはならない。 

 

１．貨物自動車運送事業法第２条に規定する貨物自動車運送事業

の用に供する建築物 

２．倉庫業法第２条に規定する倉庫業の用に供する建築物 

建築物の容積

率の最高限度 
１００％ 

建築物の建ぺ

い率の最高限

度 

 

６０％ 

（ただし、建築基準法第５３条第３項第２号に定める建築物に

ついては７０％とする。） 

 

建築物の敷地

面積の最低限

度 

５，０００㎡ 

壁面の位置の

制限 

 

道路境界線を除く敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わ

る柱の面までの距離は１．０ｍ以上とする。また、道路法第３条

に規定する道路との境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱

の面までの距離は３．０ｍ以上とする。 

 

建築物等の高

さの最高限度 

１５ｍ 

建築物等の形

態又は色彩そ

の他の意匠の

制限 

 

１．建築物の外観の色は、白、グレー、茶系等を基調とした低彩

度、中明度の落ち着いた色調とするとともに、形態又は意匠

についても周辺環境との調和を図るものとする。 

２．屋外広告物は、自己の用に供するもので、景観形成上支障の

ないものとする。また、建築物の屋上及び軒高より上には設

置してはならない。 
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垣又はさくの

構造の制限 

 

道路境界線から１．０ｍの範囲における垣、さくの設置につい

ては、透視可能なフェンスを基本とし、コンクリートブロック、

レンガ、石積等を設置する場合には、当該地盤面より高さ０．６

ｍ以下とし、これらを透視可能なフェンスと組み合わせて設置し

てもよいものとする。 

ただし、市道Ｈ３６号線との境界線において、周辺の居住環境

に配慮する防音、遮光等の垣、さくを設置する場合はこの限りで

ない。 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 
 

都市計画白山市石川ソフトリサーチパーク地区地区計画を次のように変更
する。 
 
１ 地区計画の方針 

 
 
 
 

 
名  称 

 

 
白山市石川ソフトリサーチパーク地区地区計画 

 
 

位  置 
 

 
白山市八束穂一丁目、八束穂二丁目、八束穂三丁目の各一部

 
 

面  積 
 

 
約２２．４ｈａ 

 

地区計画の目標 

  
本地区は、主要地方道鶴来美川インター線の沿線に位置し、

旧頭脳立地法に基づき整備された産業支援団地であり、企業の
研究部門や設計部門などが立地している。 

今後も周辺環境との調和を図りながら、研究・開発業務の活
動環境を保全し、地域産業の発展と高度化に寄与することを目
標とする。 

 

土 地 利 用 の
方針 

 
研究・開発業務用地として適正な土地利用を誘導するため、

建築物等の用途の制限により、用途の混在を防止するととも
に、その他建築物等に関する事項を定め、周辺の自然や集落の
環境及び景観に配慮した土地利用を図る。 

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

建 築 物 等 の
整備方針 

  
地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮

を行い、かつ周辺環境との調和を保ちながら、利便性、安全性
に優れた頭脳集積型産業支援団地の形成が図られるよう、次の
制限を行う。 

１．建築物等の用途の制限 
２．建築物の容積率の最高限度 
３．建築物の建ぺい率の最高限度 
４．建築物の敷地面積の最低限度 
５．壁面の位置の制限 
６．建築物等の高さの最高限度 
７．建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 
８．垣又はさくの構造の制限 
９．建築物の緑化率の最低限度 
 



 
２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。 

建 築 物 等 の
用途の制限 

次に掲げる建築物を建築してはならない。 
１．建築基準法別表第２（を）項に掲げる建築物 
２．建築基準法別表第２（ぬ）項第１号及び第２号に掲げ

る建築物 
３．別表に掲げる業務の用途に供する建築物以外の建築物
４．研究・開発の用途に供する建築物以外の建築物 
 ただし、店舗の用途に供するもののうち５０㎡未満のも
の及び研究・開発を行う大学（高等専門学校、専修学校そ
の他これらに類するものを含む）は除く。 

建 築 物 の 容
積 率 の 最 高
限度 

２００％ 

建 築 物 の 建
ぺ い 率 の 最
高限度 

６０％ 
（ただし、建築基準法第５３条第３項第２号に定める建

築物についても６０％とする。） 

建 築 物 の 敷
地 面 積 の 最
低限度 

５，０００㎡ 
（ただし、この地区計画に関する都市計画決定の告示日

の前日において５，０００㎡未満となっている敷地に
ついては、敷地を分割しなければこの限りでない。）

壁 面 の 位 置
の制限 

道路法第３条に規定する道路との境界線から建築物の壁
面又はこれに代わる柱の面までの距離は１０．０ｍ以上と
し、その他の敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わ
る柱の面までの距離は５．０ｍ以上とする。 

建 築 物 等 の
高 さ の 最 高
限度 

２５ｍ 

建 築 物 等 の
形 態 又 は 色
彩 そ の 他 の
意匠の制限 

１．建築物の外観の色は、原色を避け、彩度を落とした緑
になじむ色彩とするとともに、形態又は意匠について
も周辺環境との調和を図るものとする。 

２．屋外広告物は、自己の用に供するもの（区域内施設へ
の案内の用に供するものを含む）で、景観形成上支障
のないものとし、建築物の屋上及び軒高より上には設
置してはならない。 

垣 又 は さ く
の 構 造 の 制
限 

敷地境界線（道路境界線を含む。）から１．０ｍの範囲に
おける垣、さくの設置については、生け垣とし、塀及びフ
ェンス等は設置してはならない。 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建 築 物 の 緑
化 率 の 最 低
限度 

２５％ 



別表［旧頭脳立地法（地域産業の高度化に寄与する特定事業の集積の促進に関する法律）］

に基づく特定事業 

１ 総合リース業 

２ 産業用機械器具賃貸業 

３ 事務用機械器具賃貸業 

４ 機械修理業 

５ ソフトウェア業 

６ 情報処理サービス業 

７ 情報提供サービス業 

８ 広告代理業 

９ ディスプレイ業 

１０ 産業用設備洗浄業 

１１ 非破壊検査業 

１２ デザイン業 

１３ 経営コンサルタント業 

１４ 機械設計業 

１５ エンジニアリング業 

１６ 自然科学研究所 

 



 
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 
 

 都市計画白山市松任フロンティアパーク地区地区計画を次のように変更す
る。 
 
１ 地区計画の方針 

 

 

 

 

 

 

名  称 

 

 

白山市松任フロンティアパーク地区地区計画 

 

 

位  置 

 

 

白山市上小川町の一部 

 

 

面  積 

 

 

約９．４ｈａ 

 

地区計画の目標 

  

本地区は、主要地方道金沢美川小松線の沿線に位置し、北陸自動車

道美川インターチェンジに近接した、交通利便性の高い地区である。

松本工業団地の北東に隣接するこの地区は、地域産業集積活性化法

に基づき地域産業の自律的発展の強化を図ることを目的とし、産業集

積における技術の高度化や新分野への進出等を図る中小企業等を支援

するための工業団地である。 

これら工業の利便性向上と、周辺の自然及び居住環境を保全しなが

ら、活力ある産業振興ゾーンの形成を目標とする。 

 

土 地 利 用 の 方

針 

 

工業団地として適正な土地利用を誘導するため、建築物等の用途の

制限により、用途の混在を防止するとともに、その他建築物等に関す

る事項を定め、周辺の自然や周辺集落の環境及び景観に配慮した土地

利用を図る。 

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

建 築 物 等 の 整

備方針 

  

地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮を行い、

かつ周辺環境との調和を保ちながら、利便性、安全性に優れた工業団

地の形成が図られるよう、次の制限を行う。 

１．建築物等の用途の制限 

２．建築物の容積率の最高限度 

３．建築物の建ぺい率の最高限度 

４．建築物の敷地面積の最低限度 

５．壁面の位置の制限 

６．建築物等の高さの最高限度 

７．建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 

８．建築物の緑化率の最低限度 

９．垣又はさくの構造の制限 

 



 

２ 地区整備計画 

「区域は、計画図表示のとおり」 
 
理 由 
 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るた
め、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」を「白
山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地
区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や用語の改正など
も行うために地区計画を変更する。 
 

建 築 物 等 の
用途の制限 

建築基準法別表第２（を）項に掲げる建築物を建築して
はならない。 

建 築 物 の 容
積 率 の 最 高
限度 

２００％ 

建 築 物 の 建
ぺ い 率 の 最
高限度 

６０％ 
（ただし、建築基準法第５３条第３項第２号に定める建

築物についても６０％とする。） 

建 築 物 の 敷
地 面 積 の 最
低限度 

２，５００㎡ 
（ただし、この地区計画に関する都市計画決定の告示日

の前日において２，５００㎡未満となっている敷地に
ついては、敷地を分割しなければこの限りでない。）

壁 面 の 位 置
の制限 

主たる出入口を設置する道路境界線から建築物の壁面又
はこれに代わる柱の面までの距離は１０．０ｍ以上とし、
その他の敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱
の面までの距離は３．０ｍ以上とする。 

ただし、主たる出入口を設置する道路境界線を間口とし
た場合に、奥行の最大長に対する最小長の対比割合が
１/２以下となる５，０００㎡未満の敷地については、当該
道路境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱の面まで
の距離を３．０ｍ以上とする。 

建 築 物 等 の
高 さ の 最 高
限度 

２５ｍ 

建 築 物 等 の
形 態 又 は 色
彩 そ の 他 の
意匠の制限 

１．建築物の外観の色は、原色を避け、彩度を落とした緑
になじむ色彩とするとともに、形態又は意匠について
も周辺環境との調和を図るものとする。 

２．屋外広告物は、自己の用に供するもので、景観形成上
支障のないものとする。 
また、建築物の屋上及び軒高より上には設置してはな
らない。 

建 築 物 の 緑
化 率 の 最 低
限度 

工場立地法の適用を受ける建築物については、工場立地
法の規定による。 

ただし、当該法の適用を受けないものについては１０％
とする。 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

垣 又 は さ く
の 構 造 の 制
限 

道路境界線から１．０ｍの範囲における垣、さくの設置
については、生け垣又は透視可能なフェンス等とし、塀は
設置してはならない。 



 

白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 
 

 都市計画白山市山島台地区地区計画を次のように変更する。 
 

１ 地区計画の方針 
 

 

２ 地区整備計画 
一般住宅地区 地区の

区分 

地区の

名称 
住宅専用地区 

一般住宅Ａ地区 一般住宅Ｂ地区 一般住宅Ｃ地区 商業地区 

 
地区の

面積 
約１８．５ｈａ 約０．７ｈａ 約１．７ｈａ 約１．１ｈａ 約１．１ｈａ 

 

建 築 基 準 法 別 表 第 ２

（い）項で規定する第１種

低層住居専用地域内に建

築することができる建築

物以外の建築物の他、次に

掲げる建築物を建築して

はならない。 

 

建築基準法別表第２（は）項で規定する第１種中高層住居専用地域

内に建築することができる建築物以外の建築物の他、次に掲げる建築

物を建築してはならない。 

 

 

 

 

建築基準法別表第２

（ほ）項で規定する第

１種住居地域内に建築

してはならない建築物

の他、次に掲げる建築

物は建築してはならな

い。 

１．神社、寺院、教会その他これらに類するもの 

２．畜舎 

３．共同住宅（長屋住宅を含む）、寄宿舎又は下宿 

 

建築物等

の用途の

制限 

４．老人ホーム、身体障害者福祉ホームその他これらに類するもの 

 

― 

４．ホテル、旅館 

５．ボウリング場、ス

ケート場、水泳場、

ゴルフ練習場、バ

ッティング練習場

などその他これら

に類するもの 

６．自動車教習所 

 

建築物の

容積率の

最高限度 
８０％  ２００％ 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
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建築物の

建ぺい率

の最高限

度 

５０％ 

（ただし、建築基準法第

５３条第３項第２号

に定める建築物につ

い て は ６ ０ ％ と す

る。） 

 ６０％ 

（ただし、建築基準法第５３条第３項第２号に定める建築物については７０％とする。） 

 

名  称 

 

 

白山市山島台地区地区計画 

 

 

位  置 

 

 

白山市山島台一丁目、山島台二丁目、山島台三丁目、山島台四丁目、山島台五丁目、山島台六丁目の各一部 

 

 

面  積 

 

 

約２３．１ｈａ 

 

地区計画の目標 

  

 本地区は、主要地方道金沢小松線と一般県道鶴来水島美川線に接する交通利便の高い地区であるとともに、加賀平野の

中心、手取川右河畔にあり、緑豊かで閑静な住宅地である。 

 本地区計画は、自然と親しみ、ゆとりとやすらぎのある快適な居住環境を維持保全することを目標とする。 

 

 

土地利用の方針 

 

緑豊かでゆとりある閑静な住宅地として、敷地の細分化の防止により、低密度な住宅地を維持するため、主として戸建

て住宅が立地する地区とする。 

なお、本地区では資材置き場、廃車・解体物置き場の用に供する土地利用を行ってはならない。 

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

 

建築物等の整備方針 

  

地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、景観的な配慮を行い、かつ周辺景観との調和を保ちながら、安全性に優

れ、緑豊かでゆとりある居住環境の形成が図られるよう、次の制限を行う。 

 

１． 建築物等の用途の制限 

２． 建築物の容積率の最高限度 

３． 建築物の建ぺい率の最高限度 

４． 建築物の敷地面積の最低限度 

５． 壁面の位置の制限 

６． 建築物等の高さの最高限度 

７． 建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 

８． 建築物の緑化率 

９． 垣又はさくの構造の制限 

 



建築物の
敷地面積
の最低限
度 

２００㎡ 
（ただし、この地区計画に関する都市計画決定の告
示日の前日において２００㎡未満となっている
敷地については、敷地を分割しなければこの限り
でない。） 

１６５㎡ 
（ただし、この地区計
画に関する都市計画
決定の告示日の前日
において１６５㎡未
満となっている敷地
については、敷地を
分割しなければこの
限りでない。） 

２００㎡ 
（ただし、この地区計画に関する都市計画決定
の告示日の前日において２００㎡未満とな
っている敷地については、敷地を分割しなけ
ればこの限りでない。） 

１． 建築物の外壁又は
これに代る柱の中心
線から前面道路の境
界線までの距離は１
階にあっては１．５ｍ
以上、２階以上にあっ
ては３．０ｍ以上とす
る。 
ただし、独立自動車車
庫については、１．０
ｍ以上とする。 

１．建築物の外壁又は
これに代る柱の中
心線から前面道路
の境界線までの距
離は１．５ｍ以上
とする。 
ただし、独立自動
車車庫について
は、１．０ｍ以上
とする。 

壁面の位
置の制限 

２．建築物の外壁又はこれに代る柱の中心線から隣
地境界線までの距離は１．５ｍ以上とする。
ただし、独立自動車車庫及び簡易物置について
は、隣接者の同意があればこの限りでない。

１．建築物の外壁又はこれに代る柱の中心線から道路境界線までの距
離は１．０ｍ以上とする。 
ただし、一般住宅Ｂ地区で、二方以上の道路に囲まれた敷地にあ
っては、主道路以外の道路で、屋根に雪止めがある１階部分に限
り建築物の外壁又はこれに代る柱の中心線から道路境界線までの
距離は、０．７ｍ以上とする。 

２．建築物の外壁又はこれに代る柱の中心線から隣地境界線までの距
離は１．０ｍ以上とする。 
ただし、独立自動車車庫及び簡易物置については、隣接者の同意
があればこの限りでない。 

 
※主道路とは、敷地が面する道路のうち、建築物の主たる出入口、

あるいは建築物に付属した車庫、独立自動車車庫を設け自動車の
出入りする道路とする。 
 

１０ｍ 
（ただし、軒高の最高限

度は７ｍとする。） 
１２ｍ １６ｍ １２ｍ 

建築物等
の高さの
最高限度 

１．建築基準法第５６条第
１項第１号において
同法別表第３に掲げ
る第１種低層住居専
用地域に定める規定
（道路斜線制限）に適
合するものとする。 

２．建築基準法第５６条第
１項第３号の第１種
低層住居専用地域に
定める規定（北側斜線
制限）に適合するもの
とする。 

３．白山市建築基準条例第
１８条の表に掲げる
第１種低層住居専用
地域に定める規定（日
影規制）に適合するも
のとする。 

１．建築基準法第５６条第１項第１号において同法別表第３に掲げる
第１種中高層住居専用地域に定める規定（道路斜線制限）に適合
するものとする。 

２．建築基準法第５６条第１項第３号の第１種中高層住居専用地域に
定める規定（北側斜線制限）に適合するものとする。 

３．白山市建築基準条例第１８条の表に掲げる第１種中高層住居専用
地域に定める規定（日影規制）に適合するものとする。 

１．建築基準法第５６
条第１項第１号に
おいて同法別表第
３に掲げる第１種
住居地域に定める
規定（道路斜線制
限）に適合するも
のとする。 

２．白山市建築基準条
例第１８条の表に
掲げる第１種住居
地域に定める規定
（日影規制）に適
合するものとす
る。 

建築物等
の形態又
は色彩そ
の他の意
匠の制限 

１．建築物の外観の色は、白、グレー、茶系等を基
調とした低彩度、中明度の落ち着いた色調とす
るとともに、形態又は意匠についても周辺環境
との調和を図り、都市景観形成上支障のないも
のとする。 

２．屋根の色は、黒又はダークグレーを基調とした
都市景観形成上支障のないものとする。主たる
屋根は切妻造とする。 

３．屋根は、勾配屋根とし、勾配は３．５／１０以
上とする。 

４．屋外広告物は、自己の用に供するもので、都市
景観形成上支障のないものとする。また、表示
面積の合計は５㎡以下とし、建築物の屋上及び
軒高より上には設置してはならない。 

１．建築物の外観は周辺環境との調和を図り、都市景観形成上支障の
ないものとする。 

２．屋外広告物は、自己の用に供するもので、都市景観形成上支障の
ないものとする。また、屋上及び屋根面には設置してはならない。

２０％ 建築物の
緑化率 植栽する本数は一宅地につき高さ１．５ｍ以上の

高木で、成木に達した時の樹高が５ｍ程度となる樹
木２本以上とする。 
ただし、住民及び地域に危害を及ぼす樹木は植栽

してはならない。 

― 

垣又はさ
くの構造
の制限 

道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの
設置については、生け垣を基本として緑化に努める
ものとする。 
また、コンクリートブロック、レンガ、石積等を

設置する場合には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以
下とし、これらを透視可能なフェンスや植樹と組み
合わせて設置してもよいものとする。 

道路境界線から１．０ｍの範囲にある垣、さくの設置については、
生け垣を基本として緑化に努めるものとする。 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

ただし、公益上必要な建築物はこの限りでない。 

「区域は、計画図表示のとおり」 

 

理 由 

 市町村合併に伴い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るため、「松任都市計画区域」、「美川都市計画区域」、「鶴来都市計画区域」

を「白山都市計画区域」として統合し、併せて地区計画についても、白山都市計画地区計画に統合を行い、字名の変更に伴う名称及び位置の変更や

用語の改正なども行うために地区計画を変更する。 
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